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問1 第一次世界大戦後の軍縮を議論するために、1921年からアメリカで開かれた国際会議を
何という？

問2 吉野作造が唱えた民本主義において、政治は最終的に何を最優先すべきであるとされ
た？

問3 1918年に日本で初めて衆議院の第一党を基盤とした本格的な政党内閣を組織した人物は
誰？

問4 シベリア出兵の際、日本とともに軍隊を派遣した国はどこ？

問5 大正末期から昭和初期にかけて、立憲民政党とともに二大政党制を形作り、交代で政権
を担当した政党は何？

問6 賃金上昇が物価上昇に追いつかず、労働者が待遇改善を求めて引き起こした争いを何と
いう？

問7 第一次世界大戦後、国際平和維持のための国際連盟設立を提唱したアメリカの大統領は
誰？

問8 1922年に結成され、小作料の引き下げなどを求めて活動した農民団体の組織を何とい
う？

問9 大正時代に、平塚らいてうらが中心となって結成された、女性の新しいあり方を追求す
る文学団体を何という？

問10 1911年、女性の地位向上と自由を求めて結成された文芸結社の中心人物は誰？

問11 労働者が賃上げや労働条件の改善を求めて行う争議のことを何という？

問12 日英同盟の解消と同時に太平洋地域の安全保障を目的に結ばれた条約を何という？

問13 1918年に米価が急騰し、大規模な暴動が発生した原因となった、日本が軍隊を海外へ派
遣した出来事を何という？

問14 新聞やラジオ、雑誌のように、情報を多くの人々に伝える手段を何という？

問15 1920年に設立された国際連盟に、日本はどのような立場で参加したか？

問16 納税資格が廃止され、有権者が大幅に増えたことで実現した選挙制度を何という？

問17 第一次世界大戦のさなか、戦争による食料不足や困窮を背景にロシアで革命が起こった
のは何年？

問18 1918年、第一次世界大戦による急激な物価上昇の中で、富山県のどこの層の人々が米の
安売りを求めて立ち上がったことがきっかけとなった民衆運動は何？

問19 1925年に制定され、満25歳以上のすべての男子に選挙権が与えられるようになった法
律を何という？

問20 ワシントン会議で合意された、太平洋地域の軍備制限に関する取り決めを何という？



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説

問1 答え
ワシントン会議

1921年から1922年にかけてワシントンで開催されました。この会議では、主力艦の保有比率を制限する海軍軍縮条約や、太
平洋の現状維持を約束する四カ国条約などが結ばれました。各国の軍備競争を抑え、アジア・太平洋地域の国際秩序を安定さ
せることを目的としていました。

問2 答え
民衆の利益

吉野作造は、天皇主権という日本の枠組みの中で、いかに民主的な政治を実現するかを模索しました。その結果、主権の所在
を問うよりも、政治を行う目的が「民衆の利益」にかなっているかどうか、そして民衆が政治に影響を与えられるかという点
を重視すべきだと説きました。

問3 答え
原敬

原敬は、衆議院で多数を占めた立憲政友会の総裁として首相に就任しました。華族出身ではなく、平民出身の首相として「平
民宰相」と親しまれ、二大政党制の先駆けとなる体制を確立しました。積極的な教育政策やインフラ整備にも取り組みまし
た。

問4 答え
アメリカ

日本は当初、アメリカからの要請を受けて軍隊を派遣しました。日本は広大な地域に多大な兵力を送り込みましたが、アメリ
カは日本単独の影響力が強まることを警戒し、限られた兵力の派遣にとどめました。結果として、シベリア出兵は目的を達せ
ないまま、日本軍にとって大きな損失を出すことになりました。

問5 答え
立憲政友会

立憲政友会は、伊藤博文を創設者とする保守的な性格の政党であり、原敬らを輩出しました。大正末期から昭和初期にかけて
は、対抗馬である立憲民政党と交互に政権を担う「憲政の常道」と呼ばれる時期を築きました。各政党が選挙で競い合い、政
権交代を行う仕組みが定着しかけていました。

問6 答え
労働争議

当時の日本では米価が急上昇したことで、労働者たちは生活を守るために団結し、労働争議が頻発しました。これは労働組合
の組織化が進むきっかけにもなりました。

問7 答え
ウィルソン

アメリカ大統領のウィルソンは、戦後のパリ講和会議で国際連盟の設立を強く提唱しました。平和な世界秩序を目指し、「十
四か条の平和原則」などを掲げて外交を主導しました。

問8 答え
日本農民組合

賀川豊彦らが中心となって結成した日本農民組合は、日本初の全国的な農民運動組織です。地主に対して団結して交渉を行う
ことで、農民の権利を守ろうとしました。各地で小作争議が頻発するきっかけとなりました。

問9 答え
青鞜社

平塚らいてうは、女性たちの自由な創作の場として『青鞜』という雑誌を創刊しました。創刊号の巻頭言にある「元始、女性
は実に太陽であった」という言葉は、女性の本来的な尊厳と力を宣言するものでした。この活動を通じて、多くの女性たちが
自分自身の生き方や社会のあり方に疑問を持ち始めました。

問10 答え
平塚らいてう

平塚らいてうは、1911年に女性だけの文芸雑誌『青鞜』を創刊し、青鞜社を結成しました。彼女は、理知と感性の両面から女
性の目覚めを説き、旧来の家族制度に疑問を投げかけました。

問11 答え
労働争議

労働者は自らの権利を守り、生活を改善するために労働組合を組織しました。労働組合は、使用者に対して賃上げや労働時間
の短縮、職場環境の改善を求めてストライキ（同盟罷業）などを行うようになり、これらを労働争議と呼びます。

問12 答え
四カ国条約

この条約は、日本、アメリカ、イギリス、フランスの4カ国が、太平洋における互いの領土や権益を尊重し、紛争が起きた場合
は協議を行うことを定めたものです。これにより日英同盟は正式に解消されました。

問13 答え
シベリア出兵

日本は米の物資輸送などの準備を急いだため、国内の商人たちが米の買い占めを行い、価格が急騰しました。これに苦しんだ
庶民の不満が爆発し、日本全国で米騒動と呼ばれる暴動が発生しました。

問14 答え
マスメディア

マスメディアの発展は「情報の大衆化」を促しました。特に1925年に始まったラジオ放送は、家庭にいながら最新のニュース
や娯楽を楽しめる画期的なものでした。新聞や雑誌も発行部数を伸ばし、全国的に同じ情報が共有されるようになりました。

問15 答え
常任理事国

1920年に発足した国際連盟において、日本は五大国の一角として常任理事国を務めました。これは、日本が世界的に影響力を
持つ強国として認知されていたことを意味します。

問16 答え
普通選挙

普通選挙は、財産や身分に関係なく、成人したすべての国民に平等に選挙権を与える制度です。1925年の法律により、日本で
も納税資格が撤廃され、実質的な普通選挙が実現しました。

問17 答え
1917年

1917年に、まず皇帝を退位させる革命が起き、その後にレーニン率いる社会主義勢力が権力を握る二段階の革命が進行しまし
た。これにより世界で初めて社会主義政権が誕生し、ロシアの歴史が大きく変わりました。

問18 答え
主婦

1918年、富山県の漁村に住む主婦たちが、米の積み出しを阻止しようとした行動が報道されると、同様の困窮に苦しむ人々が
共感し、米騒動として全国に広がりました。この運動は暴動の形をとり、警察が出動する事態にもなりました。これは民衆が
政治に対する不満を直接行動で示した例です。

問19 答え
普通選挙法

1925年に制定された普通選挙法により、それまであった「一定額以上の納税」という条件が撤廃されました。これにより、満
25歳以上のすべての日本男子が衆議院議員の選挙権を持つようになりました。しかし、同時に治安維持法が成立し、自由な政
治活動が制限される側面もありました。

問20 答え
海軍の軍縮

ワシントン会議では、主力艦の保有制限が合意され、日本・アメリカ・イギリスなどの軍艦保有量に一定の枠が設けられまし
た。これにより一時的に海軍の軍備競争が緩和されました。


